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スマニア島を領域とし、6 州 2 直轄地区からなる。面積は 769 万 2024 平方キロメート













本より 1 時間早い）に対し、中部では 30 分、西部では 2 時間の時差がある。オースト
ラリアの気候帯は、熱帯、温帯に属する。熱帯には、大陸北岸（国土の 17％）が属し、
温帯には大陸の東岸、南岸、タスマニア島（国土の 26％）が属する。オーストラリア







合は、全大陸中最大である。年間降水量が 600 ミリを下回る地域は国土の 80％であり、









	 2007 年までは堅調であったが、2008 年の世界的経済減速、国際市場の混乱により減
速傾向で推移し、同年 12 月期には、前期比でマイナス 0.5％と 8 年ぶりのマイナス成
長を記録した。この状況を打破するため、豪州準備銀行（RBA）は 2008 年 8 月までに




年-2011 年度の GDP 成長率は 2.0％、政府金利も段階的に 4.75％まで引き上げられた
が、欧州債務危機および資源ブームの減速により、景気は減退した。それに従い、2013 
年 8 月には、政府金利は 2.5％までに引き下げられている。主要産業の内訳は、第１次









	 2003 年のジョン・ハワード（John Haward）首相来日時に、当時の小泉純一郎首相
は、「日豪貿易経済枠組」に署名した。同枠組に基づき、政府間で貿易・投資自由化の




合意し、計 5 回の共同研究会合、2 回の日豪合同協議委員会を経て、「最終報告書」を
2006 年 12 月にまとめた。同年 12 月、日豪首脳電話会談により、2007 年より「日豪
経済連携協定（Economic Partnership Agreement：EPA）交渉」を開始することに合
意し、同年 4 月に交渉を開始した。また、2007 年 2 月に日豪社会保障協定への署名を
行い、2009 年 1 月に発効した。日豪租税条約の改正については、2008 年 1 月署名を行
い、2008 年 12 月に発効した。 
	  
2.1.1	 オーストラリアの行政区分6), 7) 
	 オーストラリアの国土は、自然条件、土地利用、人口分布、都市の発達を総合すると、




















密度が 1 平方キロメートルあたり 1 人以上の地域にほぼ相当する。人口稠密地域は、国

























（Metropolitan Water and Drainage Board）が設立され、シドニー大都市圏における
上下水道サービスを同委員会が統括した。また、1890 年にヴィクトリア州で、メルボ
ルン都市建設委員会（Melbourne and Metropolitan Board of Works）が設立された。























6〜7 年制、中等学校は 5〜6 年制、あわせて 12 年間である。義務教育機関は 6〜15 歳
の 10 年間である。タスマニア州のみは、6〜16 歳までが、義務教育である。高等教育







れる。例えば、1975 年 7 月に発足した国庫負担による医療無料化は、財源難で実現困














































種制限法は 1966 年に廃止され、1975 年の連邦差別禁止法（Racial Discrimination Act 
 15 
1975）にて、法制上の白豪主義は無くなった。また、連邦差別禁止法制定後は、10 年








































2.3.2 政策15), 16) 
	 オーストラリアにおける先住民政策については６期に分けられる。植民地当初から
1830 年代までの「絶滅政策期（extermination）」、1830 年代から第二次世界大戦後ま



























1972 年に自己決定政策、1975 年に自己管理政策が行われた。1976 年の「北部準州先
住民土地権利法（The Aboriginal Land Light (Northern Territory) Act 1976）」や、





	 	 239 名の 15 歳以上のアボリジニ人口のうち、59 名が雇用を確保しており、99 名
の労働力人口のうち 40 名もが失業していることになる。とくに、産業部門における雇
用の配分では、連邦および地方政府で働くジャブカイ族出身のアボリジニは皆無で、わ
ずか 12 名が州政府で働いているにすぎない。 
 




















図 2-2	 アボリジナル・アート	  
出典： Norbett Lynch : Aboriginal Art Culture and Tourism Australia. 

















































































などにより植民地化以前には 30 万人いた人口が、植民地化後には 15 万人にまで減少
したとされる。それに伴い、オーストラリア諸語話者の数も減少し、今日では多くの言
語が消滅した。また、話されていたとしてもごくわずかであるという現象に至っている。 
	 図 2-4 はオーストラリア諸語の分布について表したものである。 
	  
 
      図 2-4	 オーストラリア諸語の分布 






























（２）IFLA/UNESCO 多文化図書館宣言25)	  
































































護・返還法（Native American Graves Protection and Repatriation Act）」、ニュー
ジーランドでは 2003 年に制定された「返還プログラム（Karanga Aotearoa 
Repatriation Programme）」は、先住民の文化的遺物返還を法的に定めている28)。 














































・ドイツ	 2013 年 4 月	 






・チェコ共和国	 2012 年 12 月	 
	 チェコ共和国のブルノ（Brno）にあるモラヴィア博物館（The Moravian Museum）








・オーストリア	 2011 年 6 月 
	 通信芸術省は、オーストリアのウィーンでの科学オーストリアアカデミー病理解剖学
博物館（The Austrian Academy of Science and The Pathology and Anatomy Museum）
から 30 もの先祖の遺体の本国返還を容易にした。遺体は、ニューサウスウェールズ州、
クイーンズランド州と北部準州の 5 人の伝統的な所有者と管理人に返還された。	 
 
・イギリス	 2011 年 3 月 
	 ロンドン自然史博物館（The Natural History Museum in London）は、トレス海峡
諸島民の祖先の 130 以上の遺体について返還すると発表した。ロンドン自然史博物館










・北部準州美術館・アートギャラリー（Museum and Art Gallery of the Northern 
Territory） 
・ビクトリア博物館（Museum Victoria） 
・オーストラリア国立博物館（National Museum of Australia） 
・クイーンズランド博物館（Queensland Museum） 
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・南オーストラリア博物館（South Australia Museum） 
・タスマニア博物館・アートギャラリー（Tasmanian Museum and Art Gallery） 
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3.1 Helen McKay. “A Measure of Magic”: Traditional Storytelling in Australia. 





































3.2 Martin Nakata, Alex Byrne, Vicky Nakata, Gabrielle Gardiner. Libraries, 
Indigenous Australians and a Developing Protocols Strategy for the Library and 










3.3 Alana Garwood-Houng. Protocols: Meeting the Challenges of Indigenous 




条項（ Aboriginal and Torres Islander Protocols for Libraries, Archives and 
Information Services）」について、その重要性や背景について述べ、雇用や先住民の
情報専門職育成などのプロジェクトについても概観している。同様に、オーストラリア





3.4 Terri Janke. Managing Indigenous Knowledge and Indigenous Cultural and 
Intellectual Property. Australia Academic and Research Libraries. 2005, 36(2), p. 
99-111. 
	 本論文は先住民の独自の文化や財産を「先住民の文化的知的財産権（Cultural and 
 32 







3.5 Joe Nepparrga Gumbula. Exploding the Gupapuynga Legacy: Strategies for 
Developing the Galiwin’ku Indigenous Knowledge Centre. Australia Academic and 
Research Libraries. 2005, 36(2), p.25-28. 
	 本論文は北部準州内の地域である「ガリウィンゴ先住民知識センター（Galiwin’ku 


























Institute of Aboriginal and Torres Strait Islander Studies：AIATSIS）、ビクトリア























ランド州に関しては、「クイーンズランド州立図書館（State Library of Queensland）」、
「ブリスベン・スクエア図書館（Brisbane Square Library）」、「クーパーズ・プレイン
ズ図書館（Coopers Plains Library）」、「カリンデール図書館（Carindale Library）」の





              表 4−1	 研究対象とした機関・組織 
国レベル	 
図書館	 
・National Library of Australia 
公文書館	 
・National Archives of Australia 
関連組織	 
・National and State Libraries Australia 
・Aboriginal and Torres Strait Islander Library Resource 
Network 





・State Library of Queensland 
公文書館	 
・Queensland State Archives 
関連組織	 




・State Library of New South Wales 
公文書館	 
・State Records Authority of New South Wales 
西オーストラリア州	 
図書館	 
・State Library of Western Australia 
公文書館	 






・State Library of Victoria 
公文書館	 
・Public Record Office Victoria 
関連組織	 
・Koorie Records Unit 
南オーストラリア州	 
図書館	 
・State Library of South Australia 
公文書館	 




・Northern Territory Library 
公文書館	 









構築へ貢献しうる点である。また、研究対象としたプロトコルは表 4−2 の通りである。	 
	 
表 4−2	 研究対象としたプロトコル	 
	 研究対象としたプロトコル	 	 
The Aboriginal and Torres Strait Islander Protocols for Libraries, Archives, and 
Information Services	 
Aboriginal and Torres Strait Islander Library Resource Network Protocols	 
National Position Statement for Aboriginal and Torres Strait Islander Library 
Service and Collections	 























年）、メルボルン（1839 年）、ブリスベン（1849 年）、パース（1851 年）、と各地で職
工学校とともに併設されたが、図書館の蔵書冊数は 1,000 冊未満と満足のいくものでは
なかった。1850 年に「公立図書館法（1850 Public Libraries Act）」の成立により、無
料図書館が各地に建てられるのは 1850 年代以降である。しかしながら維持の問題もあ
り 1939 年に図書館法が改正されるまで残っていた図書館は 1 館のみであった。その後
は、カーネギー財団に援助を受け、1949 年には「オーストラリア図書館協会（Library 




図 5-1	 オーストラリア国立図書館の外観 
















（２）デジタル文化遺産保存憲章（Charter on the Preservation of the Digital Heritage）
33), 34) 






















5.2.1 オーストラリアの公文書館の起源35), 36), 37) 

































	 また、本館は首都のキャンベラにあるが、首都人口が 36 万人ほどであるため、来館
者自体は少ないということがあり、利用者の利便性に供するため所蔵資料の電子化を推
進している。図 5-2 はオーストラリア国立公文書館本館の外観である。 
 
 






	 公文書館において、オーストラリア先住民に関する事項としては、以下の 3 つの観点
からサービスを展開している。まずは、オーストラリアにおける先住民情勢についてで
























図 5-3	 オーストラリア国立公文書館北部準州分館の外観 
出典：http://www.naa.gov.au/Images/Darwin-office-entrance-signage---250px_tcm1






















	 議長の任期は 2 年間であり、決議が割れた際には議長の判断が議会の決定事項となる。
また、副議長には次期議長が就任する。議会における決定事項は、オーストラリア各政
府機関へと伝達される。会議は原則年３回予定されている。会議場所は、各構成員が所
属する図書館において、5 年に 1 度の持ち回りで主催される。その際には、会場設営は
主催する図書館が負担することになっている。 
	 会費は毎年改訂され、一般的にオーストラリアの年間消費者物価指数（CPI）の変動
 氏名  役職  所属  
Alex Byrne Chair State Library of New South Wales 
Bill Macnaught Deputy Chair 
 
National Library of New Zealand 
Margaret Allen  StateLibrary of Western Australia 
Vanessa Little  Libraries ACT 
Anne-Marie Schwirtlich  National Library of Australia 
Patrick Gregory  Northern Territory Library 
Janette Wright  State Library of Queensland 
Alan Smith  State Library of South Australia 
Jenny Rayne  State Library of Tasmania 
Justine Hyde  State Library of Victoria 
Kate Irvine Executive 
Officer 
NSLA office 
Barbara Lemon Program 
Coordinator 
NSLA office 





























表 5-2	 先住民ワーキンググループの構成員	 
	 氏名	 	 	 役職	 	 	 所属	 	 
Sarah McQuade	 project manager	 State Library of Western 
Australia	 
Maxine Briggs	 	 State Library Victoria	 
Antoinette Buchanan	 	 Libraries ACT	 
Kerry Blinco	 	 Northern Territory Library	 
Margy Burn	 	 National Library of Australia	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Cynthia Rowan	 	 State Library of Queensland	 
Paul Diamond	 observer	 National Library of New 
Zealand	 
Susanna Iuliano  State Library of Western 
Australia 
Jenny Jerome  LINC Tasmania 
Lyndall Osborne  AIATSIS 
Jo Ritale  State Library Victoria 
Suzy Russell  State Library of South 
Australia 
Chris Szekely observer National Library of New 
Zealand 
Kirsten Thorpe  State Library of New South 
Wales 




























表 5-3	 先住民コレクション・デジタル基盤ワーキンググループ	 
	 	 氏名	 役職	 	 所属	 	 
Kerry Blinco	 project 
manager	 
Northern Territory Library	 
Ross Duncan	 	 State Library of Queensland	 
John Geisjman	 	 State Library of Western Australia	 
Susanna Iulianno	 	 State Library of Western Australia	 
Prashant Pandey	 	 State Library of Queensland	 
Robin Phua	 	 State Library of New South Wales	 
Elizabeth Spencer	 	 State Library of Western Australia	 
Stewart Tait 	 State Library of New South Wales 
Kirsten Thorpe 	 State Library of New South Wales 


























5.3.2	 「オーストラリア先住民図書館情報資源ネットワーク（Aboriginal and Torres 







	 オーストラリア図書館資源情報ネットワーク設立の 2003 年には、プロトコルの使用
の範囲、または図書館情報サービス部門全体でプロトコルの有用性が認められ、使用さ
れる範囲も拡大したまた、プロトコル自体も 2005 年に内容が一部改訂されている。	 
	 オーストラリア図書館資源情報ネットワークの会議は、設立 1 年後の 1994 年から











5.3.3	 「オーストラリア先住民データアーカイブ（Aboriginal and Torres Strait 
Islander Data Archive）」46), 47) 
	 オーストラリア先住民データアーカイブは、先住民データに特化した信頼性の高いア
ーカイブであり、「シドニー工科大学（University of Sydney Technology）図書館」に
よって管理されている。このアーカイブは、「オーストラリアデータアーカイブ




































                                            
29) ビスカップ＆グッドマン；中野捷三訳. オーストラリアの図書館. 日本図書館協会, 
1988, 341p. 




33) “ユネスコ	 デジタル文化遺産保存憲章を採択.” 国立国会図書館. 
http://current.ndl.go.jp/e137（参照 2016-12-17）. 
34) “Charter on the Preservation of Digital Heritage.” United Nations Educational, 
Scientific and Cultural Organization. 
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http://portal.unesco.org/en/ev.php-URL_ID=17721&URL_DO=DO_TOPIC&URL_S
ECTION=201.html（参照 2016-12-16）. 
35) スティーブ・スタッキー. オーストラリア国立公文書館の役割. 政府機関の記録管理
の観点から. アーカイブス. 2005, 18, p.14-25. 
36) 前田裕美. カナダ・オーストラリアの国立公文書館による専門人材育成. アーカイブ





38) 塩満正哉. “オーストラリア・マレーシア国立公文書館について. “ 国立公文書館. h
ttp://www.archives.go.jp/about/publication/archives/pdf/acv_13_04.pdf, (参照 2014-1
2-09). 
39) “Records about indigenous Australians.” National Archives of Australia. 
http://www.naa.gov.au/collection/a-z/aboriginal-people-resources.aspx, (参照
2014-12-10). 
40)“About NSLA.” National and State Libraries Australia . http://www.nsla.org.
au/about-nsla（参照 2015-06-23） 
41) “Indigenous.” National and State Libraries Australia . http://www.nsla.org.a
u/projects/indigenous,（参照 2015-10-13）. 
42) “Projects and communities of practice.” National and State Libraries Australia . 
http://www.nsla.org.au/projects/indigenous, （参照 2015-11-24） 




44) “About ATSILRN.” Aboriginal and Torres Strait Islander Library Resource 
Network. http://atsilirn.aiatsis.gov.au/about.php（参照 2015-10-15） 
45) Ros Kidd. Indigenous Archival Records at Risk. Australian Indigenous 
Knowledge and Libraries. 2005, 36(2), p.159-168. 
46) “ABOUT.” Aboriginal and Torres Strait Islander Data Archive. 
http://www.atsida.edu.au/node/846, （参照 2015-11-30） 
47) “AUSTRALIAN DATA ARCHIVE.” Aboriginal and Torres Strait Islander Data 








ためのオーストラリア先住民プロトコル（The Aboriginal and Torres Strait Islander 
Protocols for Libraries, Archives, and Information Services）」、「オーストラリア図書
館資源情報ネットワークプロトコル（Aboriginal and Torres Strait Islander Library 
Resource Network Protocols）」、「オーストラリア先住民への図書館サービス及びコレ
クションにおける国家による見解（National Position statement for Aboriginal and 
Torres Strait Islander library service and collections）」、「オーストラリア先住民デー
タアーカイブプロトコル（Aboriginal and Torres Strait Islander Data Archive 
Protocols）」の 4 つである。 
	  
6.1	 「図書館・公文書館・情報サービスのためのオーストラリア先住民プロトコル（The 
Aboriginal and Torres Strait Islander Protocols for Libraries, Archives, and 
Information Services）」48)	 
	 「図書館・公文書館・情報サービスのためのオーストラリア先住民プロトコル（The 
Aboriginal and Torres Strait Islander Protocols for Libraries, Archives, and 
Information Services）」は、オーストラリア先住民図書館資源ネットワーク（Aboriginal 
and Torres Strait Islander Library, Information and Resource Network: ATSILIRN）
によって 1995 年に発表されたプロトコルである。オーストラリア先住民図書館資源ネ
ットワークは、1995 年にオーストラリア図書館協会（Australia Library and 



















































































































































































































している。その一例としては、7.1.2 に述べるクイーンズランド州立公文書館がある。	  
 
6.2 「オーストラリア図書館資源情報ネットワークプロトコル（Aboriginal and Torres 
 57 



























オーストラリア先住民プロトコル（The Aboriginal and Torres Strait Islander 
Protocols for Libraries, Archives, and Information Services）」の簡易版である。 
 
6.3「オーストラリア先住民への図書館サービス及びコレクションにおける国家による
見解（National Position statement for Aboriginal and Torres Strait Islander library 
service and collections）」50) 
	 このプロトコルは 2007 年に作成されたものであり、2014 年に一部内容が改訂され
 58 
た。「国立・州立図書館コンソーシアム先住民ワーキンググループ（National and State 






















Aboriginal and Torres Strait Islander Protocols for Libraries, Archives, and 
Information Services）」 
・「先住民族の権利に関する国際連合宣言（The United Nations Declaration on the 
Rights of Indigenous Peoples）」 
・	 「オーストラレーシア国立・州立図書館（The National and State Libraries 
Australasia）」 






















6.4 「オーストラリア先住民データアーカイブプロトコル（Aboriginal and Torres 
Strait Islander Data Archive Protocols）」51) 




































報サービスのためのオーストラリア先住民プロトコル（The Aboriginal and Torres 
Strait Islander Protocols for Libraries, Archives, and Information Services）」を参考
にして作成されたプロトコルであるため、その内容に関しても同様の記述が多いという
特徴がある。
                                            
48) “Welcome to the ATSILIRN Protocols for Libraries, Archives, and Information 
Services.” Aboriginal and Torres Strait Islander Library Resource Network. 
http://atsilirn.aiatsis.gov.au/protocols.php,（参照 2015-12-23） 




50) “National Position statement for Aboriginal and Torres Strait Islander library 
service and collections.” National and State Libraries Australia Indigenous 
Working Group .  
http://www.nsla.org.au/sites/www.nsla.org.au/files/publications/NSLA.Indigenous_
position_statement_2014.pdf, （参照 2015-12-22） 
51) “Protocols for Libraries and Archives.” Indigenous Archives Network. 
http://indigenousarchives.net/resources/protocols/,（参照 2015-12-24） 
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52) “ATSIDA PROTOCOLS. ” Aboriginal and Torres Strairt Islander Data Archive.  














州名・地域名	 QLD NSW WA TAS VIC SA NT AUT 
図書館におけるサービスの
有無	 




○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 
人口に占める先住民の割合	 
（％）	 

















	 月曜〜木曜日	 午前 10 時〜午後 8 時 
	 金曜〜日曜日	 午前 10 時〜午後 5 時 
②	 クリル・デュハガン： 




























についての国家政策の枠組（National Policy Framework for Aboriginal and Torres 














に、芸術活動に従事する機会を提供するプログラムとして 2008 年に考案された。 















































（５）先住民諮問委員会（Indigenous Advisory Group）58) 














・Indigenous Advisory Committee for the Australian 
Council for Educational Research（ACER） 
・Aboriginal and Torres Strait Islander Advisory 
group for the Australian Curriculum, Assessment 
and Reporting Authority（ACARA） 
・ the equality committee at the Queensland 
University of Technology 
・YuMi Deadly Centre at the Queensland University 
of Technology 
Max Lenoy ・Queensland Indigenous Arts and Making Export 
Agency Advisory Committee 
・ Journal of Indigenous Issue and Editorial 
Committee 
Janette Wright ・State Library of Queensland  
Yvette Holt ・ Indigenous Creative Writing at the Australian 
Centre for Indigenous Knowledges and Education 
Nancy Dorothy Bamaga ・Black Drum Production 
・Board of Aboriginal and Torres Strait Islander 
Women’s Legal Advocacy Service 
・National Indigenous Arts Cultural Authority 
・Regional Arts Council Reference Group 
・Nguin Warrup LTD 
Geraldine Carter  
Tracey Pickwick ・	 Senior Indigenous Relations Officer at Arrow 
Energy 
Joann Schmider ・	 ComUnity ACETs Pty Ltd 
Bridget Ann Garay ・Journey Forward 
Rose Elu ・Relationships Australia Queensland 
Kerry Charlton ・	 Forde Foundation Board of Advice 
・	 National Aboriginal and Torres Strait Islander 
Ecumenical Commission 
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 クイーンズランド州立公文書館は、「公文書館法（Public Record Act 2002）」に従
って、サービスを展開している。また、サービスに関して助言を行なう機関としては「ク
イーンズランド州立公文書館報告委員会（the Public Records Review Committee）」











トラリア先住民プロトコル（The Aboriginal and Torres Strait Islander Protocols for 
Libraries, Archives, and Information Services）」、「オーストラリア図書館資源情報ネ




















とができない。15 年・30 年・65 年・100 年という間隔で記録を管理し、その都度資料
のアクセス制限について検討を行なっている。	 
	 先住民文化保護活動を主導しているのは、クイーンズランド州立公文書館内の「オー
ストラリア先住民パートナーシップグループ（Department of Aboriginal and Torres 
Strait Islander Partnerships64)）」であり、特に先住民の歴史に関する事項については




• Border Police and Native Police 
• Colonial Secretary's Office 
• Home Secretary's Office 
• Northern and Southern Protectors of Aboriginals 
• Office of the Chief Protector of Aboriginals 
• Office of the Director of Native Affairs 
• Department of Aboriginal and Islander Affairs 
• Department of Aboriginal and Islander Advancement 
• Department of Community Services 
• Department of Community Services and Ethnic Affairs 
• Department of Family Services and Aboriginal and Islander Affairs 
• Family Services and Aboriginal and Islander Affairs Department, 
Aboriginal and Islander Affairs Division 
• Department of Families, Youth and Community Care 
• Office of Aboriginal and Torres Strait Islander Policy 
• Department of Aboriginal and Torres Strait Islander Policy and 
Development 
• Department of Aboriginal and Torres Strait Islander Policy 





7.1.3 クリル・デュハガン（kuril dhagun）66) 
（１）クリル・デュハガンの概要 
	 クリル・デュハガンとは、現地の言葉である Turrubul/Dippil 語で水ネズミの場所を
表す。クイーンズランド州立図書館においては、2006 年よりクリル・デュハガンとい
う専門的な機関を設置して先住民に対する図書館サービスを行っている。場所はクイー



































































5 月 27 日〜６月３日に行なわれる「和解週間（Reconciliation Week）68）」や「国民先




	   


























図 7-6 は、トーキング・サークルについて、図 7-7 は、クリル・デュハガンアクティビ
ティエリアについて示したものである。 
 



























	 2006 年には、トレス海峡諸島民で、「ジャンバナ先住民学びの家（Jumbunna 




























月曜〜木曜日：午前 9 時〜午後 8 時 
	 	 	 金曜日：午前 9 時〜午後 5 時 




・	 関連する専門部署名:	 State Library of NSW Indigenous Unit 
・	 専門部署による主なサービス:	 資料保存（非文字資料も保存の対象となる）	 




ラリア先住民研究所が発行する先住民の新聞である Koori Mail の索引である。
InfoKoori は Koori Mail を元に作成されたウェブ上の索引システムであり、この索引に
は雑誌からの伝記体の情報も含まれている。なお、Koori Mail はインターネット上で




図 7−8	  Koori Mail のトップページ 
出典：http://koorimail.com/（参照 2015-01-06） 
 






















	 ニューサウスウェールズ州立図書館では、2015 年 7 月より「先住民諮問委員会
（Indigenous Advisory Board）」を設立した。メンバーは、州立図書館員と、図書館議
会の議員から構成されている79)。さらに、ニューサウスウェールズ州における公的機関










  ニューサウスウェールズ州立公文書館の開館時間は以下の通りである82)。 
 
月曜〜金曜日：午前 9 時〜午後 5 時 





は「金融・サービス・技術革新省（Department of Finance, Services and Innovation: 
 79 
DFSI）」の管轄下にある。 
 正式名称は State Records Authority of New South Wales であり、「1998 年州立公
文書館法（State Record Act1998）」のもとでサービスを展開している。	 
	 先住民文化保護活動に関連する顧問機関は、以下の通りである。	 
	 
・State Records’ Community Advisory Committee (2000) 













leaflets to Indigenous records）」を提供している。「先住民に関するガイドやリーフレ





























月曜〜木曜日：午前 9 時〜午後 8 時 
	 	 	 金曜日：午前 9 時〜午後 5 時 30 分 
土曜・日曜日：午前 10 時〜午後 5 時 30 分 
	  
図 7-12 は西オーストラリア州立図書館の外観である。 
 





・関連する専門部署名：Aboriginal Legal Service of WA,Department of Immigrat
































400 枚の画像データと 150 枚の写真データをヤウルのコミュニティへと返還し、それが
「マンガラ・ストーリーラインズ（Mangara Storylines）」の新設へとつながった89)。




図 7−14	 マンガラ・ストーリーラインズの検索例 
出典：http://storylines.slwa.wa.gov.au/archive/archive.php（参照 2015-01-28） 
 



















	 月曜〜金曜：午前 9 時 30 分〜午後 4 時 30 分 
 
	 西オーストラリア州立記録管理事務局の正式名称は State Records Office of 
Western Australia であり、管轄する省庁は「文化芸術省（The Department of Culture 
















	 1945 年 3 月、モリー・ルーキス（Mollie Lukis）が西オーストラリア州内での最初
のアーキビストとして任命され、州立公文書館の管理を指揮することになった。1956
年には、公文書館の記録は「ジェイエス・バッティー・西オーストラリアの歴史図書館





部局（Management Branch）が設立された。その後、2000 年に「州立公文書館法（the 



























	 1828 年から 1886 年にまでの植民地長官事務所の管理による記録の管理を行なって



















月曜〜木曜日：午前 9 時 30 分〜午後 6 時 
	 	 	 金曜日：午前 9 時 30 分〜午後 8 時 
	 	 	 土曜日：午前 9 時 30 分〜午後 2 時 
	  
図 7-16 はタスマニア州立図書館の外観である。 
 
 





























図 7-17	 リンク・タスマニアの構造 
http://www.linc.tas.gov.au/about-us/PublishingImages/orgchart.png を元に筆者作成	 
 




	 「1965 年公文書館法（1965 Archives Act）」の制定により、資料管理に関する権限
が広げられた。しかしながら、この段階でもタスマニア州立図書館の一部門としての機
能を持つに過ぎなかった。その後、「1983 年公文書館法（Archives Act 1983）」制定に
より、公文書館における資料管理についての権限を与えられ、独自の判断で資料の選別
ができるようになった。 
	 1989 年における「教育省芸術局（Education Department and the Arts Office）」と
州立図書館部門の合併に至るまで、タスマニア州立図書館の一部署として留まっている。
合併以降は、公文書館事務局は「教育芸術省（Department of Education and the Arts）」
の一部局として存在した。 
	 タスマニア州政府の「地域情報ネットワーク（Community knowledge Network：















この計画は実際には 2007 年 10 月まで完成されることはなかった。 
	 なお、タスマニア州立公文書館の活動は「タスマニア公文書館文化遺産事務局



































月曜〜木曜日：午前 10 時〜午後 9 時 
金曜〜日曜日：午前 10 時〜午後 6 時 
	  
図 7−19 は、ビクトリア州立図書館の外観である。 
 
 




















る。また、このプロジェクトは、「先住民和解週間 2015（Reconciliation Week 2015）」
の一環として始められたプロジェクトである。 
 





























	 ビクトリア州立公文書館の正式名称は VIC Public Record Office Victoria である。 
開館時間等については以下の通りである103)。 
 
月曜日から金曜日	 午前 10 時〜午後 4 時 30 分（祝日を除く） 
第 2・第 4 土曜日は開館 
 
	 ビクトリア州立公文書館は、「1973 年公文書館法（Public Records Act1973）」に従
い、サービスをおこなっている。ビクトリア州立公文書館の運営母体は、「首相内閣府
（Department of Premier and Cabinet）」となっている。また、首相内閣府の先住民
に関連するウェブページにおいては、先住民の資料に関する扱いや関連法規について示













委員会の下で 7 つのユニットに分かれている。7 つのユニットは、「アクセス基準諮問
委員会（Access Standard Advisory Group）」、「収集基準諮問委員会（Capture Standard 
Advisory Group）」、「管理基準諮問委員会（Control Standard Advisory Group）」、「廃
棄基準諮問委員会（Disposal Standard Advisory Group）」、「運営管理基準諮問委員会
（Operations Management Standard Advisory Group）」、「保管基準管理委員会
（Storage Standard Advisory Group）」、「戦略的管理基準諮問委員会（Strategic 
Management Standard Advisory Group）」となっている。ウェブサイトには、7 つの
ユニットにそれぞれ所属している委員の氏名、所属機関、連絡先が掲載されている。 




図 7-22 ビクトリア州立公文書館の外観 
出典： 
http://www.visitvictoria.com/~/media/ATDW/Melbourne/Things-to-do/Art-theatre-a
nd-culture/Museums/VVLand__9198273_BB99_Picture_004.JPG?w=503 （ 参 照
2016-01-06） 
 






















（Victorian Koorie Records Taskforce）」である107)。このタスクフォースは、大学や研
究所といった外部組織と連携を行なっている。 
	 クーリ記録管理部門には、目的別に組織が設けられている。「クーリの歴史調査部門
















月曜〜水曜日：午前 10 時〜午後 8 時 
木曜〜金曜日：午前 10 時〜午後 6 時 









































	 南オーストラリア州立公文書館は、正式名称は State Records of South Australia で
あり、「1997 年公文書館法（State Records Act1997）」に従い、サービスを展開してい
る。南オーストラリア州立公文書館の開館時間は以下の通りである112)。 
 
火曜〜金曜日：午前 10 時〜午後 5 時 
 
図 7-24 は南オーストラリア州立公文書館の外観である。 
 
   






	 専門機関である「州立公文書館先住民アクセスチーム（State Records’ Aboriginal 

























月曜〜金曜日：午前 10 時〜午後 5 時 
土曜・日曜日：午後 1 時〜午後 5 時（祝日は休館） 
 
図 7-25 は北部準州図書館の外観である。 
	 
	 
















年 4 月に、北部準州において「北部準州図書館情報サービス部門（Northern Territory 










	 先住民は北部準州の人口の 30％に上る。北部準州に住む 83％の人がダーウィンやア
リス・スプリング近郊に住んでいるのに対し、73％もの先住民が遠隔地域に住んでいる。 
	 北部準州図書館情報サービス部門内にある図書館及び「知識センターユニット




	 北部準州内には 22 の公共図書館があるが、そのほとんどがトップエンドや、準州の
南の地域にある先住民コミュニティの中にある。これらの図書館では「地域図書館行政









	 公共図書館にある資料の形態は本、雑誌、ビデオや DVD である。全ての図書館は少
なくとも 1 台はコンピュータがあり、誰でも使うことができ、そのほとんどがインター
ネットにアクセスできる。インターネットを通じて図書館利用者は IPortal（the 
combined online catalogue of NT libraries）へとアクセスし、北部準州図書館情報サ
ービス部門によって提供されている多様なオンライン資源を利用できる。オンライン資





































図 7-26 はアラ・イリティジャのウェブサイトである。 
 
 






























	 北部準州政府資金はプログラムを 3 段階に分け、実施することを決定した。段階 1





















	 「北部準州公文書館サービス（Northern Territory Archives Service）」は、管轄は




火曜〜金曜日：午前 9 時〜午後 4 時 30 分 
月曜日・祝祭日は休館 
 
	 図 7-27 は北部準州公文書館の外観である。 
 
 

















































• 北部準州歴史基金（Northern Territory History Grants）122) 
  また、先住民サービスに関連する組織としては北部準州歴史基金が挙げられる。北部















月曜〜金曜日：午前 10 時〜午後 5 時 
	 	 	 土曜日：午前 10 時〜午後 4 時 
 
	 地域内には 10 の分館が存在する。分館の一覧については以下の通りである。 
 
・	 ACT Heritage Library 
・	 Belconnen Library 
・	 Civic Library 
・	 Diskson Library 
・	 Erindale Library 
・	 Gungahlin Library 
・	 Kingston Library 
・	 Kippax Library 
・	 Tuggeranong Library 
・	 Woden Library 
 
図 7-28 は首都特別地域図書館の分館一覧である。 
 
 





























びコレクションにおける国家による見解（National Position statement for Aboriginal 




7.8.2 首都特別地域遺産図書館（ACT Heritage Library）126) 
首都特別地域遺産図書館の開館時間については以下の通りである127)。 
 
月曜〜金曜日：午前 10 時〜午後 5 時 























月曜〜金曜日：午前 10 時〜午後 4 時 
 
図 7-31 は首都特別地域図書館の閲覧室である。 
 
図 7-31	 首都特別地域図書館の閲覧室 
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ナル及びトレス海峡諸島民雇用戦略 2013-2018（Aboriginal and Torres Strait 
Islander Employment Strategy 2013-2018）」を発表し、この戦略のもとでサービスを
展開している。実際に、この戦略で進められている雇用促進プログラムを履修及び修了


























































































































Aboriginal and Torres Strait Islander Protocols for Libraries, Archives, and 
Information Services）」に対する考察	 
	 「図書館・公文書館・情報サービスのためのオーストラリア先住民プロトコル（The 




















8.3.2「オーストラリア図書館資源情報ネットワークプロトコル（Aboriginal and Torres 
Strait Islander Library Resource Network Protocols）」に対する考察 
	 「オーストラリア図書館資源情報ネットワークプロトコル（Aboriginal and Torres 
Strait Islander Library Resource Network Protocols）」は、8.3.1 で考察した「図書館・
公文書館・情報サービスのためのオーストラリア先住民プロトコル（The Aboriginal 














る見解（National Position statement for Aboriginal and Torres Strait Islander 
library service and collections）」に対する考察 
	 「オーストラリア先住民への図書館サービス及びコレクションにおける国家による見
解（National Position statement for Aboriginal and Torres Strait Islander library 
service and collections）」は、「国立・州立図書館コンソーシアム先住民ワーキンググ























8.3.4「オーストラリア先住民データアーカイブプロトコル（Aboriginal and Torres 
Strait Islander Data Archive Protocols）」に対する考察 
	 「オーストラリア先住民データアーカイブプロトコル（Aboriginal and Torres Strait 
Islander Data Archive Protocols）」は、2008 年に成立したものである。このプロトコ
ルも 8.3.1 で考察した「図書館・公文書館・情報サービスのためのオーストラリア先住
民プロトコル（The Aboriginal and Torres Strait Islander Protocols for Libraries, 









































and Torres Strait Islander Protocols for Libraries, Archives, and Information 
Services）」、「オーストラリア図書館資源情報ネットワークプロトコル（Aboriginal and 
Torres Strait Islander Library Resource Network Protocols）」、「オーストラリア先住
民への図書館サービス及びコレクションにおける国家による見解（National Position 
statement for Aboriginal and Torres Strait Islander library service and collections）」、
「オーストラリア先住民データアーカイブプロトコル（Aboriginal and Torres Strait 
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 第 1 章では本研究の概要を述べた。 
	 第 2 章では本研究の背景として、オーストラリアの概要、行政区分や地方自治制度、
オーストラリア先住民の概要、オーストラリア先住民が抱える問題、オーストラリア先
住民の文化についてまとめた。 








財産権（Cultural and Intellectual Property Rights）」を 1968 年知的財産法の中に導
入しようとした草案について概説したものである。 




	 第 5 章では、オーストラリア国内での国レベルでの取り組みとして、オーストラリア
国立図書館及びオーストラリア国立公文書館の歴史や先住民文化保護活動についてま
とめた。 
	 第 6 章では、オーストラリアにおける先住民文化保護活動に関するプロトコルについ
て、4 つのプロトコルについて紹介した。いずれのプロトコルもオーストラリア国内の
図書館や公文書館において広く利用されているということが明らかになった。 
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